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論 文 内 容 の 要 旨
1.序 論
本 論 文 は、 フ ラ ンッ ・カ フカ(FranzKafka,1883-1924)が そ の 生涯 に わ た っ て書 き 残 した 数多
くの 文 学 的 テ ク ス トを 、19世 紀 的 伝統 的 な 意 味 で の 小 説 作 品 とは違 っ た 、 カ フカ に 特 有 の テ ク
ス トとみ な し、 そ れ らを カ フ カ ーテ クス トと呼 ぶ。
カ フカ ーテ クス トに は、 一見 す る と、 私 た ちが 普 段 何気 な く小 説 と呼 ん で い る文 学 的 叙 事 的
散 文(1iterarisch-epischeProsa)と 同 じも の で あ る か の よ う に見 え る テ ク ス トも数 多 くあ る。 し
か .し、 そ の よ うな 小 説 的 テ ク ス トに して も、14世 紀 も し くは15世 紀 頃 に ヨ ー ロ ッパ で 誕 生 し19
世 紀 半 ば に は 形 式 的 に 完 成 さ れ て い た 伝 統 的 な 小 説(Roman,Novelle,Erzahlung)と は 一
線 を 画 す る もの と見 な す べ き で あ ろ う。 確 か に カ フ カ は そ う した 伝 統 的 な 小 説 か ら多 く の
技 法 を 学 び 取 っ て お り、 彼 の 最 初 期 の 文 学 的 テ ク ス ト で あ る 『田 舎 で の 婚 礼 準 備 』
("HochzeitsvorbereitungenaufdemLande"oT[成 立1906-08年])1は 伝 統 的 な小 説(お そ ら くロ
1本 論文では
、この場合のように、カフカーテクス トの原題名の右肩に 「OT」(=OhneTitel)と あるものは、当該
のテクス トの表題がカフカ自身によって指定された表題(す なわち次のいずれかの場合:オ リジナル原稿に記入
されている表題、発表に際してカフカが指定 した表題、 日記や手紙等で当該のテクス トを名指すときカフカが使
用 した表題)で はないことを意味する。その場合、その表題な しのテクス トの表題は、そのテクス トがブロー ト
版全集に 「作品」として収録されている限 りは、ブロー ト版全集の表題(す なわちマックス ・ブロー トが付けた
表題)に 従った。
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マー ン)を 書 こ う とす る試 み で あ った 。 しか し、『判 決 』(「'DasUrteirl[成 立1912年])以 後 の カ フ
カーテ ク ス トは、 テ ク ス トに よ って は 伝 統 的 な 小 説 の 外 観 をな お 保 持 して い る 場 合 が あ る に し
て も、 そ れ と は似 て 非 な る もの で あ る。 同時 に、 ほ とん どす べ て の カ フ カーテ ク ス トが 一 面 で
は 寓 話 的 な性 質 を備 え て い る に して も、 も ち ろ ん カ フカ ーテ クス トは、 宗 教 的教 育 的 な デ ィス
クル ス にお け る 「あ る絶 対 的 な真 理 を例 示 的 に語 る もの」2と して の伝 統 的 な 意 味 で の寓 話 そ の
も ので は な い。 そ れ は 、本 来 《カ フカ ーテ クス ト》 と しか 名 付 け よ う の な い 「多 層 的」 な 構 造
を持 ち 「多義 的」(も しく は、 「多 面 的 」)に 読 ま れ得 る よ うな 「開か れ た」 テ クス ト3な の で あ
る。
本 論 文 の 目 的 は、 第1に 、 そ う した本 質 的 に は伝 統 的 な 小 説 に も伝 統 的 な 寓 話 に も どち ら に
も属 さな いカ フ カーテ ク ス トの 構 造 的 な 独 自性 を、 す な わ ち も しそ れ が 「多 層 的」 で あ る な ら
いか にそ れ が 多 層的 で あ る のか を、 も しそ れ が 「多 義 的 」 で あ るな らいか にそ れ が 多 義 的 で あ
る のか を、 も しそ れ が 「開か れ た」 テ クス トで あ る とす るな らい か にそ れ が 開 か れ て い る の か
を、1922年 以 降 の後 期 カ フ カーテ ク ス トを 詳 細 に 分 析 す る こ と に よ って 、 明 らか にす る こ とで
あ る。 さ らに、 本 論 文 は 、 単 にテ クス トの 分 析 を行 うだ け で な く、 後 期 カ フカ ーテ クス トが 生
み 出 され て い った 過 程 お よび そ の背 景 を も同 時 に そ の論 究 の 対 象 とす る こ とに よ って 、 フ ラ ン
ツ ・カ フ カ と い う特 異 な 作 家 の 文 学 的 営 み そ の もの の 独 自性 を も明 らか に しよ う とす る もの で
あ る。
2.予 備 的 考 察
上 述 の よ う に、 本 論 文 の 論 究 の 主 要 な 対 象 は、1922年 以 降 の 後 期 カ フ カ ーテ クス ト(代 表 的
な も の と し て は 、r城 』[「「DasSchloB"成 立1922年2-8月]や テ ク ス ト集 『断 食 芸 人』 「「Ein
HungerkUnstler.VierGeschichten"出 版1922年9月]に 収 録 され た4つ の 短 編 テ ク ス トを挙 げ る
こ とが で き る)で あ るが 、 そ れ らの 具 体 的 な 分 析 に立 ち入 る前 に、 予 備 的 考 察 と して1921年 以
前 の 初 期 ・中期 カ フ カーテ ク ス トを概 観 し、 さ ら に1922年1月 か ら1924年6月 まで の 後 期 カ フ
カ の 生活 史 をあ らた め て確 認 して お く こ とに した い。
す べ て の カ フ カーテ ク ス トを た とえ ば 初 期 ・中期 ・後 期 と い うよ う に 区分 け す る こ と に対 し
て は様 々 な 議 論 が あ るで あ ろ うが、 こ こで は1912年9月 末 の 『判 決 』 を基 準 と して そ れ 以 前 を
初 期 、そ れ 以 後1921年 末 まで を 中期 とす る。1906年 か ら1910年 前 後 に か けて の初 期 カ フ カーテ ク
ス ト(『 田 舎 で の婚 礼 準 備 』・『あ る 戦 い の記 述』['BeschreibungeinesKampfes"成 立1907-11年]
等)に お い て は、 カ フ カ は従 来 の手 法 を用 いて19世 紀 的 伝 統 的 な意 味で の小 説 作 品 を書 こう と
して い た。 注 目す べ き は、 そ れ らのテ クス トにお い てす で に主 人公 で あ る青 年 の外 部 世 界 か ら
の疎 外 と対 女性 関係 とい う2つ の事 柄 が 主 題 と して取 り上 げ られ て い る こと で あ る。1912年9
月 に 『判 決 』 を書 き 上げ た こ とに よ って 、 カ フ カ は独 自 のテ ク ス ト技 法 を手 に入 れ た と見 な し
得 る。 カ フ カ的 テ クス ト技 法 の根 幹 は、 そ の物 語 の 中で 何 ら説 明づ け られ る こ と のな い非 合 理
的 な 要 素 が物 語 の 中 に唐 突 に投 げ 込 まれ 、 そ の非 合 理 的 な 要 素 が 物 語 を動 か す 発 動 因 にな り、








る と い う点 に あ る。 中期 カ フカ の代 表 的 テ クス ト(『 失 踪 者 』["DerVerschollene「'成 立1912/14
年]・r変 身 』[IDieVerwandlung'1成 立1912年]・ 『訴 訟 』[「'DerProceB"成 立1914-15年]・ 『流 刑
地 に て』["lnderStrafkolonie"成 立1914年]等)は 、 た とえば ゲ オ ル ク ・ル カ ー チ が そ の 『ロ
マ ー ン の理 論 』 のな か で 待 望 して い るよ うな 明確 な始 ま り と終 わ りを持 つ ロ マ ー ン(小 説)と
は、 本 質 的 に 異 質 な も ので あ る。 カ フ カーテ ク ス トに は、 本 質 的 に、 始 ま り も終 わ り もな く、
そ こで は非 合 理 的 要 素 は 必 ず 唐 突 に出 現 し、 物 語 の な か で 決 して 合 理 的 に解 消 さ れ る こ とは な
い。 言 い換 え れ ば 、 カ フカ ーテ ク ス トは 「完 全 な叙 事 的全 体 性 を展 開す る 傾 向」4を 本 質 的 に持
た な い の で あ る。 カ フカーテ ク ス トの本 質 は、 そ の 断 片 性 にあ る と言 って もよ い だ ろ う。 そ う
した カ フカ 的 テ クス ト技 法 を もっ と も徹 底 して 書 かれ た 中期 の長 編 テ クス ト断 片 が 『訴 訟 』 で
あ る。 た だ し、 『訴 訟 』 が 主 人 公 で あ る青 年 の 外 部 世 界 か らの疎 外 と対 女 性 関 係 とい う初 期 カ
フカ 以 来 の2つ の 主題 をや は り引 き継 い で い る とい う点 も見 逃 して はな らな い。
1922年 以 降 の カ フカ の 生 活 史 に関 して は 、 まず 第1に 彼 の 健康 状 態 を問 題 と しな け れ ば な ら
な い。 喀 血 とい う形 で カ フカ の 肺 結 核 が 発 病 した の は1917年 夏 で あ った 。 療 養 の 結 果 い った ん
は 回 復 しか け た が 、1918年 秋 に 当時 世 界 中で 猛 威 をふ る った ス ペ イ ン風 邪 に罹 り、 ス ペ イ ン風
邪 そ の もの か らは何 とか 回 復 した もの の 、 そ の後 肺 結 核 は 次 第 に 悪 化 して い っ た 。1920年 末 か
ら1921年 夏 に か け て保 養 地 タ トラ ンス ケ ・マ トリア リ ィに お い て 長 期療 養 を行 っ た に もか か わ
らず 、 彼 の病 状 は好 転 せ ず 、1921年 秋 以 降再 度 長 期 休 暇 を得 て、 プ ラー ク に お い て 組織 的 な 治
療 を 受 け る に至 っ て い た。1922年1月 は じめ、直 接 的 な 原 因が 何 で あ った の か は 不 明 で あ る が 、
カ フ カ は極 度 の 不 眠 状 態 に 陥 る 。 この 不 眠 状 態 を カ フ カ は み ず か ら 「崩 壊 」(Zusammenbruch)
と呼び 、1922年1月16日 の 日記 にそ れ に対 す る彼 自身 の解 釈 を書 き記 した上 で、 続 けて さ らに
以 下 の よ う に書 いて い る:「 この 文 学 全 体 が 限 界 へ の 突 撃 で あ る。 も し途 中 で シオ ニ ズ ム が 関
わ っ て こな けれ ば 、そ れ は た や す く1つ の 新 た な 秘 教、1つ の カバ ラへ と発 展 し得 た で あ ろ う」5
こ こで 言 わ れ て い る 「この 文 学 全体 」 とは 明 らか に カ フカ の文 学 活 動 を意 味 してお り、 この 日
記 記 述 にお いて カ フカ は み ず か らの 文 学 をカ バ ラに 擬 して い る の で あ る。 こう した認 識 を持 ち
つ つ 、「崩 壊 」か ら 自分 自身 を救 い 出す た め に、1922年2月 は じめ頃 か ら書 き 出 され た のが 『城 』
で あ る。『城』テ クス トの執 筆 は 結 局1922年8月 末 頃 に未完 の ま ま中 断 さ れ た が、そ の間 に、2/3
月頃 に 『最 初 の 悩 み』CErstesLeid")が 、'5月 に 『断 食 芸 人』("EinHungerkanstler")が そ れ ぞ れ
書 か れ 、 『城 』の 中断 後 の9-10月 頃 に 『あ る犬 の研 究 』(1'ForschungeneinesHundes"oT)が 書 か れ
るの で あ る 。 しか し、 こ う した後 期 カ フ カ の文 学 的 高揚 は 『あ る犬 の研 究 』 の後 、 い った ん 沈
静 化 し、1922年10月 か ら23年 秋 ま で の期 間 に は見 るべ きテ クス トは書 か れ て いな い。
一 方、 カ フ カ は1908年 以来 ず っ と労 働 者 災 害保 険 機 関 とい う半 国 家機 関 に 勤 務 して い た が 、
健 康 状態 の 悪化 を理 由 に1922年7月1日 付 で 年 金 付 退 職 を認 め られ た 。1923年 の 夏(7月 は じめ
か ら約1か 月 間)を カ フ カ は妹 一 家 と共 にバ ル ト海 岸 の避 暑 地 ミ ュー リツで 過 ご す が、 ミ ュー
リ ツへ 行 く途 中 で ベ ル リー ン に立 ち 寄 り、 ベ ル リー ン の あ る新 興 出 版 社 と出 版 仮 契 約 を結 ん








ミ ュー リツで カ フ カ はユ ダ ヤ 人 女 性 ドー ラ ・デ ィア マ ン ト と知 り合 う。8月 は じめ にプ ラー ク
に戻 っ た カ フ カ は、9月 末 に再 び ベ ル リー ン へ旅 立 ち、1924年3月 半 ば まで ドー ラ と共 にベ ル
リー ンで 暮 らす こ とにな る。この時 期 に 『巣 穴 』("DerBau"oT成 立1923年11/12月)とr小 さい 女 』
(「'EinekleineFrau"成 立1923年12月/1924年1月)が 書 か れ た。 健 康 状 態 が さ ら に悪化 した た め 、
カ フ カは1924年3月 半 ば にベ ル リー ンか らプ ラー ク に連 れ 戻 され 、4月 か らヴ ィ ー ンお よ び そ
の 近 郊 の サ ナ トリ ウム 等 に入 院 した。 この3月 半ば 過 ぎ に入 院 す る サ ナ トリウ ム が 決 まる ま で
プ ラー ク に滞 在 して いた2週 間 ほ どの 間 に 最 後 の カ フ カ=テ ク ス トで あ る 『歌 手 ヨゼ フ ィ ー ネ
も し くは 鼠 た ち の 種 族』CJosefine,dieSangerinoderDasVolkderMause「 冒)が書 か れ た が、
1924年6月3日 に、 ク ロス ター ノイ ブ ル ク市 キ ー ア リン グ のサ ナ トリウ ム で カ フ カ は 亡 くな っ
た。
3.r城 』 テ ク ス トの独 自性
そ もそ もカ フ カ が 文 学 的 に言 わ ば 開 眼 し た の は、1911年 秋 に非 同 化 東 方 ユ ダ ヤ 人 た ち の イ
デ ィ ッシ ュ語 劇 団 に 出会 っ た こ とが き っか けで あ っ た。 さ らにそ の後 の シオ ニ ズ ム運 動 との関
わ りを見 て も、 彼 がユ ダヤ 人 と して のみ ず か らの アイ デ ン テ ィテ ィ ー の 問題 を常 日頃か ら考 え
て い なか っ た はず は な い。 しか しな が ら、 きわ め て 興 味 深 い こと に、 カ フカ は み ず か らが 書 い
た文 学 的 テ ク ス トにお いて は 「ユ ダ ヤ 人」(Jude)・ 「ユ ダ ヤ 教」(Judentum)・ 「ユ ダ ヤ 的 」(jtidisch)
等 々 とい った ユ ダ ヤ 性 に直 結 す る言 葉 を原 則 的 に使 用 して いな い。 こ う した カ フ カ の創 作 態 度
は 、1906年 前 後 か ら1924年 に亡 くな る まで 保 持 され て いた 。 む ろ ん、 この こ とは カ フカ が ユ ダ
ヤ 性 に関 心 を持 って いな か った と い う こ と を決 して 意 味 して い るわ けで は な い。 で は 、 な ぜ カ
フ カは そ の文 学 的 テ クス トのな か で は ユ ダ ヤ 性 に直 結 す る言 葉 を用 いよ う とは しな か った の だ
ろ うか?
上 記 の疑 問 に答 え る前 に、 まず 思 い 起 こ して お く必 要 が あ るの は 、 カ フカ は 基 本 的 に文 学 的
テ クス ト内 の テ クス ト世 界 の 背 景 と して 現 実 世 界 の 場 所 や 時 代 を設 定 す る こ とが な か っ た、 と
い う事 実 で あ る。 寓話 的 な 短 い テ ク ス トは も ち ろ ん の こ と、 『判 決』・『変 身』・『訴 訟』・『流 刑
地 にて』 とい った 写 実 的 な 部 分 の あ る テ ク ス トに お い て も、 そ れ らの テ ク ス ト世 界 の 場所 や 時
代 は 現 実 世 界 の 具 体 的 な 場 所や 時 代 と して 設定 され て は お らず 、 常 にいず れか の 時 代 の ど こか
あ る場所 で しか な いの で あ る。 カ フ カ の テ ク ス ト技 法 は、 自然主 義 や 写 実 主義 の そ れ と明 らか
に一 線 を画 して い る。 要 す る に、 ユ ダ ヤ性 に 直結 す る言 葉 の み な らず 、 現 実 世 界 の事 物 を直 接
指 示 す る よ うな 言 葉 を使 用 せず 、 テ ク ス ト世 界 の 一 定 の抽 象性 を 保 持 す る こ とが、 カ フカ の テ
ク ス ト技 法 の 原 則 の1つ な の で あ る。
文 学 的 テ ク ス ト以 外 の テ ク ス トに 関 して は、 上 記 の よ うな事 柄 は あ て は ま らな い。 カ フ カ の
日記 や 手紙 に は ユ ダ ヤ性 に 直 結す る言 葉 は頻 出 して い る。 そ う した な か で も、先述 した1922年
1月16日 の 日記 記 述 は と りわ け重 要 で あ る。 そ こで は、 「シオ ニ ズ ム」 と 「カ バ ラ」 と い う言
葉 が、 ま さ に カ フカ の 「文 学」 と直 接 結 び付 く もの と して彼 自身 に よ っ て用 い られ て い るか ら
で あ る。 この 時、 ユ ダ ヤ性 と彼 の文 学 の 関わ りが 明瞭 に意 識 され 、 日記 の なか で文 章 化 され た
こ との意 義 は大 き い と言 わ ざ る を得 な い。 現 にそ の後 、 お そ ら く1922年 の5-8月 頃 に(つ ま り、
『城 』 テ ク ス トの執 筆 中 に)、 そ れ まで の カ フ カ には 見 られ な か っ た ユ ダ ヤ 性 に 直 結 す る題 材
を扱 っ た文 学 的 テ クス ト断片6が 創 作 ノー トに書 か れ て い る ので あ る。このテ クス ト断 片 が 注 目
され る の は 、「ユ ダ ヤ 教 会堂 」(Synagoge)(KKA-NSF-II-Tx405)と い う言 葉 が 明 記 され た 上 で 、そ
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れ を中心的 な題 材の1つ として大 き く取 り上げて いる ことで ある。 これ だけ の規模でユ ダヤ性
に直結する題材 を扱 った文学 的テクス トは、他 にはない。だが、 これが唯一(と 言ってよいほ
ど)の 例外であ るとい う点 に、よ り以上 に注 目しなければな らない。カ フカは これ以後 も1924
年4月 は じめまで創作活動 を続 けたが、ユダヤ性 に直結す る題材 を取 り上げる ことは もはや し
なかったのである。 つま り、ユダヤ性 への関心 の高 ま りとそれ を文学的テ クス トの直接的な題
材 にす る こととは、 カフカの内部 にお いて は、本来 区別 され るべ きことであった とい うことに
な る。
『城』テ クス トとの関連で言 えば、そ こではユダヤ性 に直結す る言葉 もしくは題材は何 も取
り上げ られ ていない。逆 に、キ リス ト教 に直結す る 「村 の教会」7や 「墓地の地面 に突き刺さ っ
ている十字架」(KKA-S-Tx50)と いった言葉が使われてお り、そのテクス ト世界は一応 はキ リ
ス ト教的世 界 として設定 されて いる。 しか し、宗教 に直接関わる ような事柄 は ほとん ど登場せ
ず、そ の意 味で はそれは非宗教的なテ クス ト世界で ある。むろん、解釈学 的な読み方 をす るな
ら、 た とえばバルナバスー家 の置かれて いる状況 をキ リス ト教世界 に離散 したユダヤ人たちの
状況 に、 あるいは また城 の村 に定住 同化 しようとす る主人公Kの 努力を ヨーロ ッパ社会 に定住
同化 した西方ユダヤ人た ちの努 力に、それぞれ比定す ることも可能であるだろ う。 しか しなが
ら、本論文 はそ うした解釈学的方法 を取 らな い。そ うした方法を取 らず とも、本来抽象度 の高
いカフカのテクス ト世界 を分析す ることは十分 に可能である、 とい うのが本 論文の基本 的な立
場で ある。
ただ し、 『城』 テクス トに関 して は、そ のテ クス ト世界 内の個 々の事象 のユダヤ性 も しくは
非ユダヤ性 という問題よ りも、テ クス トそれ 自体 の書かれ方 とユダヤ性 との関わ りを指摘 して
お くことは、 『城』 テクス トの独 自性 とも関連す るが故 に、必要である。 先に言及 したよ うに、
1922年1月16日 の 日記記述 にお いて、 カフカはみずか らの文学 をカバ ラに擬 して いる。 カバ ラ
にお ける神概念 の特徴は、神 を第1原 因か ら順次発散 して生 じた10個 の神 的存在 の全体 である
と見なす ところにあ る。8こ こで重要なのは、10個 の神的存在 か らなる神 の全体 が先験 的に存在
す る複合体 として措定 されて いるのではな く、発散 とい う契機 を介 して第1原 因か ら順次 生 じ
た もの とされてい ることである。r城 』テ クス トにあてはめて見 るな ら、主 人公Kは 言わば第1
原 因で ある。城および城の村 とい う物語の舞台は、主人公Kの 登場に先立 ってあ らか じめ明確
に設定 されて いたのではない。Kが 村のなかを歩 き回 り、村 人か ら話 を聞 くことによって、 テ
クス ト世界その ものが形成 されていったのである。カ フカは、 カバ ラ的な考 え方 を、 いか にテ
クス ト世界 を形作ってい くか、す なわちr城 』 テクス トの書 き方それ 自体 に応用 して いる。 む
ろん、テ クス ト(世 界)と は、書き手の立場か ら言えば、 そ もそ もそれが書かれ る前 には存在
せず、書 かれつ つ順次形 成 され て い くもので あ る。す で に書かれ て いるテ クス ト(世 界)で








gl.ヨ セ ブ ・ダ ン(JosephDan)(市 川 裕 訳):ユ ダ ヤ 教 神 秘 主 義 。 歴 史 的 概 観 。In:長 尾 雅 人 、 井 筒 俊 彦 、 福
永 光 司 、 上 山 春 平 、 服 部 正 明 、 梶 山 雄 一 、 高 崎 直 道(共 編):岩 波 講 座 東 洋 思 想 。 第2巻 「ユ ダ ヤ 思 想2」 。(岩 波
書 店:東 京 、1988年)S.115-217,hier:S.140.
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行 く も ので あ る。 こ う した 本来 自明 な事 柄 を 、 カ フカ は意 識 的 に みず か らの文 学 の方 法 と して
取 り入 れ て いた の で あ り、 この こ とが 『城 』 テ ク ス トの最 大 の独 自性 で あ る と言 え る だ ろ う。
r城 』 テ クス トが 《書 くこ と》 そ の もの を 主 要 な題 材 の1つ と してお り、 それ が 全 体 と して メ
タ テ ク ス ト的 な 構 造 を持 つ理 由 も実 は こ う した方 法 と関 わ って い る。 カ フカ は 、 『城 』 テ キ ス
トを書 きつ づ 、明 らか に先 に書 か れ た テ クス トを反 省(も し くは、反 劉)し な が ら書 いて い る。
先 に書 か れ た テ クス トが 次 に書 か れ る べ きテ ク ス トを招 喚 して い る ので あ る。
『城 』 の テ クス ト世 界 は 本質 的 に は抽 象 的 な世 界 で あ る。 しか し、 そ う した 抽 象 的 な テ クス
ト世 界 にお いて 描 か れ る各 登場 人物 問 の(と りわ け、 主 人 公 とフ リー ダ の)恋 物 語 は 、 非 常 に
具体 的 で あ り、 生 々 しい 。 先述 した よ うに、 対 女 性 関係 と い う題 材 は 初 期 カ フカ か ら一 貫 して
カ フカ ーテ クス トの主 要 な 題 材 の1つ とな っ て い る。 と ころ が 、 主 要 な 題 材 の1つ で あ りな が
ら、 対 女 性 関 係 とい う題 材 は 『城 』 テ ク ス ト以 前 の カ フ カーテ ク ス トにお いて は 奇 妙 な こ と に
半ば 隠 蔽 さ れ る べ き題 材 で あ るか の よ うな 扱 い を受 けて い る。 『城 』以 外 の カ フカ ーテ クス トに
お い て は、 カ フカ は 多 くの場 合 恋 物 語 を取 り上 げ て いな が ら、 ま るで 何 らか の検 閲 に 遭 遇 して
で もい るか の よ うに 、同 時 にそ れ を隠 蔽 しよ う と して い る ので あ る。そ う した 多 くの カ フカ ーテ
ク ス トに対 して、 『城 』 テ ク ス トで は 恋 物 語 が真 正 面 か ら取 り上 げ られ て い る。 こ こで は、 カ
フカ は言 わば 自己検 閲 に可 能 な 限 り抵 抗 して い る ので あ り、 こ う した テ クス トは 『城』 テ ク ス
トを 措 い て他 に は な い。 こ うした 意 味 にお い て も、 『城 』テ クス トは 確 か に特別 な カ フカ ーテ ク
ス トな の で あ る。
4.r城 』 以 外 の 後 期 カ フ カーテ ク ス ト
後 期 短 編 テ クス トの物 語 の発 動 原 理 が 、中期 カ フカ ーテ クス トの そ れ と もっ と も異 な る の は、
主 人公 た ち が 明確 な 自己意 識 を持 って い る こ とで あ る。 断 食 芸 人(『 断 食 芸 人 』)は みず か らの
断 食 芸が も はや 時 代 に受 け入 れ られ な くな っ て い る め を 承 知 の 上 で、 断 食期 間 の記 録 を打 ち た
て よ う とす る。 学 者 犬(『 あ る 犬 の研 究 』)は 、 自分 自身 に 犬 族 の秘 密 を解 明す る た め の十 分 な
能 力が 欠 け て い る の を承 知 の上 で 、犬 族 の秘 密 を解 明 しよ う とす る 。 見 知 らぬ 穴居 性 動 物(『 巣
穴 』)は 、自分 が 構 築 す る巣 穴 が 地 中の 敵 に 対 して は 十分 な 防御 能 力 を持 た な い こと を承 知 の上
で 、 巣 穴 を構 築 す る。 鼠 た ち の種 族(『 ヨ ゼ フ ィー ネ 』)は 、 ヨゼ フ ィ ー ネ の 歌 が 自分 た ち の
チ ュ ウ鳴 き と本 質 的 に変 わ りな い もの で あ る こ と を承 知 の 上 で、 ヨゼ フ ィー ネ の歌 を 聞 くた め
に集 ま る のだ 。 要 す る に、 後 期 短 編 テ ク ス トの 主 人公 た ち は、 彼 ら 自身 の不 条 理 で あ り、 且 つ
過 酷 な運 命 を あ らか じめ知 って い る。 彼 らは 決 して 無邪 気 な 主 人公 で は な い。 彼 らは、 自分 た
ち の 生が 苦 しい も ので あ る こ と を、 自分 た ち の 周 囲 の環 境 が 敵対 的世 界 で あ る こ とを承 知 して
お り、 そ の上 で な お 且 っ 自分 た ち の運 命 に 抗 い、 結 局そ の運 命 に押 し潰 され て 行 くので あ る。
こう した後 期 短 編 テ クス トの 物 語 の発 動原 理 にお い て は、中期 カ フ カーテ クス トのそ れ よ りも、
あ る意 味 で は そ の 不 条 理 性 が よ り増 して い る と言 い得 る。 な ぜ な ら、 中期 カ フ カ ーテ クス トに
お け る主 人 公 た ち の不 条 理 な 物 語 は、 少 な く と も彼 らの 自己意 識 にお い て は、 偶 然 に彼 らの身
の上 に 降 りか か って き た も ので あ る の に対 して 、 後 期 カ フカ ーテ ク ス トの主 人公 た ち の 不 条 理
な 運 命 は、 彼 らの 自己 意 識 にお いて も、 必 然 的 に彼 らの 身 の 上 に降 りかか って きた も ので あ る
か らで あ る。
『城 』 テ クス ト以 外 の後 期 短 編 テ キ ス トに お い て、 中 心 的 な題 材 と して取 り上 げ られ て い る
のは 、 「生 存 を脅 か す」(exisitenzbedrohend)9《 苦悩 》 で あ る。 も とよ り、 『城 』 テ クス トにお い
一250一
て 男 女 の性 的 関係 や 《書 く こ と》 が 問題 とされ て いた のは 、 そ れ らが 何 らか の 《苦 悩 》 を もた
らす 原 因 と な る か らで あ っ た 。 後 期 短 編 テ ク ス トに お い て は、 原 因 で は な く、 結 果 と して の
《苦悩 》 を分 析 し、 描 き 出す こと に主 眼 が 置 か れ て い るの で あ る。 そ の 際 、 カ フカ は そ う した
《苦 悩 》 を、 『城 』 テ ク ス トと は違 っ て 、 人 間 同 士 の具 体 的 な 関 係 の な か に描 き 出 そ う と した
の で は な く、 可能 な 限 り純 粋 に抽 象 的 な形 で 描 き 出そ う と して い る。 そ う した テ ク ス ト世 界 の
抽 象 性 が 極 限 に まで 高 め られ て い る テ ク ス トが、 『小 さ い女 』 で あ る。 『小 さ い 女』 は 語 り手
「私 」 の 内 的独 白で あ るが 、 そ の テ クス トは、 小 さ い女 と呼 ば れ る非 常 に 抽 象 的 な 登 場 人 物 と
「私 」 との奇 妙 な 関係 を、 純 粋 にそ の 関係 性 だ け を取 り出 して 描 き出 そ う と して お り、 あ る意
味 で は 究極 の カ フ カーテ ク ス トで あ る と言 って よ い ので あ る。
5.結 論
カ フ カ の文 学 的営 み の独 自性 は、 当然 の こと なが らフ ラ ン ツ ・カ フカ と い う個 人 の 存 在 の 独
自性 と結 び 付 い て い る。 カ フ カ は様 々 な対 立 の狭 間 に立 ち 、 そ こで 生 き る こ と を余儀 な く され
た、 言 わば 多数 の顔 を持 つ ヤ ー ヌ ス的 な 人物 で あ った 。 と りわ け、 カ フカ が プ ラー ク に 住 む 西
方 ユ ダ ヤ 人 で あ っ た とい う事 実 は重 要 で あ る。 しか しな が ら、カ フカ の 文 学 的 営 み の 独 自性 を、
カ フカ個 人 の独 自性 に の み還 元 して しま う と した ら、 そ れ は 誤 りで あ る だ ろ う。 カ フカ は 確 か
に特 別 な 境 遇 に あ る 人 間 で あ っ た か も しれ な いが 、 そ の 当 時 彼 と同 様 の 西 方 ユ ダ ヤ 人 は何 人
も、 何 万 人 も、 あ る い は何 十 万 人 も い た ので あ る。 カ フカ が 抱 えて い た 個 人 的 な 問 題 は 、 決 し
て カ フカ だ け の 問題 で は なか っ た。 彼 の 問題 は、 きわ めて 個 人 的 な 問 題 で あ りな が ら、 同 時 に
普 遍性 を持 つ 問題 で あ っ た と言 え る だ ろ う。 そ れ は、 単 に世 紀 の転 換期 の 西 方 ユ ダ ヤ 人 た ち の
問 題 に と どま らず 、 あ る意 味で は近 代 以 降 の社 会 に生 き る我 々 自身 が 今 な お 共 有 して い る問 題
で もあ る。 だ か ら こそ、カ フカ の 死 後100年 も経 た現 代 に生 き て い る我 々が 、カ フカ の テ クス ト
を読 み 、 そ こに今 な お リア リテ ィ ー を感 ず る ことが で き る のだ 。
カ フカ の 文学 的営 み の独 自性 は、お そ ら く、ヤ ー ヌス 的 人 間 の 《苦悩 》 を真 正 面 か ら見 据 え 、
決 して そ こか ら逃 げ 出 そ う と しな か っ た こ とに あ る。 いや 、 逃 げ 出そ う と しな か った の で は な
く、 逃 げ 出す べ き場 所 な ど彼 に は残 され て いな か っ た ので あ る。.出 口な し、 見 込 な し と い う状
況 の な か で、 絶望 す る こ とな く、 そ う した絶 望 的状 況 を子 細 に観 察 し、 場 合 によ って は そ う し
た 絶望 の な か に喜 劇 的 な要 素 を見 い だ し、 自分 自 身 を、 あ る いは 《書 く こ と》 そ の もの を対 象
と して テ ク ス ト化 しよ う と した こ とが、 カ フ カ の文 学 的 営 み の独 自性 で あ った 。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論 文 は 、 序 論、 結 論 を 除 き3部 の構 成 とな っ て い る。 序 論 にお いて 、 論 者 は 、 カ フ カ のテ
クス トが 伝 統 的 な 小 説 とは 一線 を 画す る、 多 層 的、 多 義 的 な テ ク ス トで あ る こと を指 摘 し、 本
論 にお い て 「カ フ カーテ ク ス ト」 と名 づ けて そ の構 造 的 独 自性 を解 明 し た い とい う、 論 文 全 体





「第1部 予 備 的考 察 」 で は 、 初 期 か ら1921年 冬 ま で の カ フ カ ーテ ク ス トの 成 立過 程 の 全 体 が
概 観 され る 。1912年 の 『判 決』 にお い て 、 独 自の 文 学 的 叙 事 的 散 文 技 法 の根 幹 が 作 られ た こ と
が指 摘 され る。 そ れ は、 理 由付 け のな され て い な い不 条 理 な要 素 が物 語 のな か に投 げ 込 まれ 、
そ れ が 物語 を動 か す 発 動 原 理 とな り、物 語 の 最 後 まで 解 消 され な い点 にあ る。『失 踪 者 』や 『変
身』 に お いて も事 情 は 同様 で あ り、 『訴 訟 』 は、 始 ま りも終 わ り もな い一 種 の 「ハ イ パ ー テ ク
ス ト」 と して と らえ られ る。 ま た 『訴 訟 』 に収 め られ た 『法 の前 で』 と同 じ く 『流 刑 地 にて 』
が 「書 く こ と」 そ れ 自体 を テ ー マ と した、 一 種 の メ タ テ ク ス トで あ る との指 摘 が な され る。 論
者 は、 これ以 後 、書 く こ と と、書 か れ たテ クス トそ の も のが カ フ カ の重 要 な 主 題 とな る と して 、
書 く こ と につ い て の 、 あ る い は カ フ カ 自 身 の 書 い た テ ク ス トにつ いて の テ ク ス トを、 「メ タ テ
ク ス ト」 とい う概 念 で表 現 す る。
つ い で、 論 者 は、1915年 春 か ら1917年 春 まで の テ クス トにつ い て、 カ フ カ の 実 人 生 の 出 来 事
との つ な が りを綿 密 に考 証 しなが ら、 『墓 守 』 『猟 師 グ ラ フス』 『万 里 の長 城 』 に、 『城 』 と関 連
の あ るテ ー マ を見 出す とと も に、 と く に後2者 が や は り 「書 くこ と」 そ れ 自体 を主 題 とす る も
の で あ る こ と を指 摘 す る 。 明 らか な メ タ テ ク ス ト と して 『11人 の 息 子 た ち』 が 挙 げ られ 、 「私
は死 者 た ち の家 の客 人 で あ っ た … 」 と い う断 片 的 テ ク ス トに、 『城』 と共 通 す る題 材 が 見
られ る こと が指 摘 され る。
第1部 後 半 で は、1922年 以 降 の 後 期 カ フカ ーテ クス トの成 立 とそ の 問題 性 が 明 らか に され る。
と くに論 者 は1922年1月16日 の カ フ カ の 日記 の記 述 を、M・ ペ イ ス リ ィ と と も に、 新 た な 創 作
へ 向 けて の決 意 と して 解 釈 す る。 そ こか ら論 者 は 、 『城 』 『最 初 の 悩 み』 『断 食 芸 人』 『あ る 犬 の
研 究 』 『ヨゼ フ ィー ネ』 の成 立 を、 伝 記 的 事 実 との 関 連 で 説 明 して い く。
全 体 と して 後 期 カ フカ を特 徴 付 け る のは 、 カ フカ の健 康 状 態 の 悪 化 と、 そ れ と と も にカ フカ
が 自分 の文 学 的 な も の の原 動 力 の メカ ニ ズ ム を 自覚 した 上 で 、 テ クス トを書 くよ うに な る こ と
で あ る こ とが 指 摘 され る。 そ の 上 で、 論 者 は 、 後 期 カ フ カーテ ク ス トの 問 題 性 が 、 第 一 に ユ ダ
ヤ 性 との 関 連 、 第 二 に物 語 の 発 動原 理 、 第 三 に 『城』 テ クス トの 書 か れ 方 の 独 自性 とい う点 に
あ る こと を指 摘 す る。 『城』 は、 ほ か の カ フカーテ ク ス トと違 い 、読 まれ る こと を想 定 せ ず 、 た
だ 書 か れ るた め にだ け書 か れ た テ ク ス トで あ り、 論 者 によ れば 、 そ の 意 味 で 、 書 く こ との 意 味
を考 察 す る 上 で 最 適 の テ クス トで あ る 。 以 下 の論 者 の 議論 は 、 以 上 の 三 つ の 問題 を 、後 期 カ フ
カ の具 体 的 な テ クス トにお いて 明 らか にす る こ とに 集 中 す る。
この 第1部 にお い て 、 論 者 は、 カ フ カ の伝 記 的事 実 と、 創作 との 関 係 を綿 密 な考 証 に基 づ い
て 明 らか に し、 非 常 に要 領 よ く簡 潔 に 創 作 活 動 の 全 体 像 を提 示 す る こ と に成 功 して い る。 個 別
の 議 論 で は 若 干 の 疑 問 が 残 る もの の 、 論 者 は カ フ カ にお け る書 く こ との意 味 に 肉 薄 し、 そ の 論
旨 は 十 分 な 説 得 力 を もっ て 展 開 され て い る と評 価 で き る。
「第2部 『城 』」 は、 本 論 文 の 大 半 を 占 め る詳 細 な 『城 』 テ ク ス トの分 析 で あ る。 これ だ け
の 規 模 で この 作 品 が 分 析 され る こ とは、 日本 で は あ ま り例 が な い と思 われ る。
論 者 は 最 近 の 本 文 批 判研 究 の 成果 に 基 づ き 、 『城 』 の草 稿 を詳 細 に分 析 し、 『城』 が 本 と して
の テ クス トして 存 在 す る の で は な く、 残 さ れ た 草 稿 の集 合 をそ の ま ま全 体 と して と らえ られ る
べ き テ ク ス トで あ る とい う正 当 な指 摘 を行 う。 具 体 的 な テ ク ス トと して論 者 は、 冒頭 異 文 の分
析 を行 っ た 上 で 、 『城』 の テ クス トを検 討 す る。 カ フカ が 書 き 進 め た 跡 を綿 密 に 追 う こ の き わ
め て粘 り強 い 作 業 は、 書 き つ づ あ る カ フ カ に 密着 し、 カ フ カ の筆 先 の動 きす ら と らえ る よ う な
き わ め て 敏 感 な分 析 とな っ て い る と評 価 で き る。
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論 者 によ れ ば 、 『城 』 の テ クス トは 、バ イ ス ナー が 「アイ ン ジ ンニ ヒカ イ トーテ ー ゼ」 で い う
一 元 性 の 視 点 に基 づ くだ け で な く、 一元 的 叙 述 が別 な 匿 名 の語 り手 の視 点 か らの叙 述 とは っき
り区 別 で き な い ほ ど混 ざ り合 っ た テ ク ス トで あ る。 そ こに は、 直 接 的 な メ タテ クス トと いえ る
部 分 も含 まれ て い るが 、 同 時 に テ クス ト全体 を、 冒頭 異 文 に対 す る 巨大 な メ タテ クス トとみ な
し う るの で あ り、Kは この メ タ テ ク ス トの レヴ ェル に あ る と考 え られ る。 この観 点 か ら、 『城 』
中断 の理 由 と して 、論 者 は、 形 式 的 には こ の よ うな メタ テ クス ト的 構造 が、 《ビ ュル ゲ ル 挿 話 》
にお いて 破綻 を来 た し、語 りの統 一性 が 失 わ れ た点 を あげ て い る。
ユ ダ ヤ 性 の 問 題 につ い て は 、主 人 公Kが 村 を 歩 き 回 り、人 々か ら話 を 聞 く こと に よ って テ ク
ス ト世 界 が 形成 さ れ て い く点 に、 論 者 は カバ ラ思 想 との 関連 を見 出す 。 カ バ ラ にお いて 神 が第
1原 因 か ら順 次 発 生 した10個 の神 的存 在 の 全体 とされ る の と同様 に、Kは 第1原 因 で あ り、 そ
こか ら順 次 テ ク ス ト世 界 が 形 成 され て い くか らで あ る。 ユ ダ ヤ 性 と い う 問題 は 、 構 造 分 析 とは
や や 異質 で あ り、 今 後 検 討 され る べ き課 題 を残 して い る。 しか し論 者 の分 析 は 、 カ フカ の 書 き
方 の 分析 に主 眼 が あ り、 書 く こ とに よ って つね に書 か れ たテ クス トを反 省 す るの が 、 この テ ク
ス トにお け る書 く こ との 特 徴 で あ る こ とが 、 説 得 力 を持 っ て 明 らか に され て い る 。 『城』 テ ク
ス トは、女 性 関 係 の 問 題 も他 に類 例 な く直 接 的 に 扱 っ て お り、そ の 意 味 で も最 重 要 の カ フカ ーテ
ク ス トで あ る とい うの が、 この部 分 の論 者 の結 論 で あ る。
「第3部:『 城 』 以 外 の後 期 カ フカ ーテ クス ト」 で は 、1922年 以 降 の 短編 で あ る 、 『断 食 芸 人』
に 収 め られ た 『最 初 の 悩 み 』 『小 さ い女 』 『断 食 芸 人 』r歌 姫 ヨゼ フ ィー ネ』 と、 『あ る 犬 の研
究 』 『巣 穴 』 が分 析 され る。 そ の 際 論 者 は 、 これ らの 作 品 を ・「苦 悩 」 と い う共 通 の 観 点 か ら分
析 す る。 論 者 の後 期 の 『城 』 以 外 の短 編 の分 析 は 、 読 み の 丁 寧 さ、 着 眼 点 の確 か さ によ っ て、
説 得 的で あ る と評 価 で き る。
最 後 の 「結 論 」 に お い て 、 論 者 は、 冒頭 で 挙 げ た3つ の 問 い、 す な わ ち 後 期 カ フ カーテ ク ス
トの 「ユ ダ ヤ性 と の関 連 」、 そ の 「発 動 原 理」、 「構 造 的 独 自性 」 に つ い て 要 約 的 な ま とめ を行
う。 と くに論 者 は、 カ フ カが 、 書 くこ と に よ って 訪 れ た 危 機 を、 書 く こ とで 乗 り越 え た こ とを
指 摘 し、 書 く こ とそ れ 自体 にヤ ー ヌ ス 的 二 面 性 が あ る こ と を指摘 して い る。 カ フ カ の文 学 的営
み は、 この ヤ ー ヌス 的 人 間 の 苦 悩 を正 面 か ら見 据 え 、 この 苦 悩 か ら逃 げ 出す こ とな く、 自分 自
身 と、 書 く こ とそ の もの を対 象 と して テ ク ス ト化 しよ う と した もの で あ り、 そ こに こそ カ フ カ
の独 自性 が あ る と い うの が 論 者 の 最 終 的 な 結 論 で あ る 。
以 上 み て きた よ う に、個 別 の 議 論 で は 、 カ フカ 的 多 義 性 が 一義 的 に解 釈 され て い る き らい が
な いわ けで は な く、 ユ ダ ヤ 性 につ いて の 議 論 の よ う に今 後 に課題 を 残 して い る面 もあ る が、 論
者 は、 詳 細 な 構 造 分 析 によ っ て 、 多 義 的 で 解 釈 を寄 せ つ け な い カ フ カ の テ ク ス トの独 自性 を 明
らか にす る こ と に成 功 して い る。 また 『城』 の 詳細 な 読解 に よ る カ フ カ の書 く行 為 の分 析 は、
他 に類 例 の な い 優 れ た もの で あ る。 全体 と して 本論 文 は、 バ イ ス ナ ー以 来 の カ フ カ の語 りにつ
いて の議 論 を深 め る と と もに 、 最 新 の研 究 成 果 を十 分 に利 用 して、 テ ク ス ト分 析 とカ フ カ の生
活 の分 析 を結 び つ け、1922年 以 後 のカ フ カ の創 作 活 動 の全 体 的 な 提 示 を行 う と い う意 味で も、
わ が 国 にお け る カ フカ研 究 を前 進 させ る もの で あ る と評価 す る こ とが で き る。
よ って 本 論 文 の 執 筆 者 は 博 士(文 学)の 学 位 を授 与 さ れ る に十 分 な 資格 を有 す る もの と認 め
られ る。
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